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[参考資料] 

明治時代以降の登山記録に基づく岩手火山及びその西方地域における噴気活動変遷 

-薬師岳山頂部，大地獄谷，姥倉山〜黒倉山稜線部，網張元湯- 

 

 

1. 解析方法 

  各種の図書・雑誌(市販雑誌，山岳会機関誌，個人出版物等)に掲載されている岩手山および

その西部を対象とした登山記録から，4 つの地域(薬師岳山頂部，大地獄谷，姥倉山〜黒倉山稜

線部，網張元湯)毎に噴気活動の記述を抽出した．収集した記録は，現地の状況を具体的に記述

されているものほか，定性的な記述に過ぎないものまで多様であることから，一般登山者による定

性的な観察により検知される事柄を元に，活動性のランク付け指標(第 1 表)を作成した．これに基

づきを，明治時代以降約 150 年間における，地域毎の噴気活動の変遷をまとめた（第 1 図）． 

 

第 1 表．登山記録に基づく噴気活動のランク付け指標 

 
   
 
2．結果 

 岩手山からその西部地域においては，十年〜数十年スケールで活性期と沈静期を繰り返して

いる．特に広域的な活動の活性化には 2 つの様式，すなわち(A) 薬師岳から網張元湯に及ぶ広

い地域での活性化が認められる時期(1932 年(昭和 7 年)〜1936(昭和 10)年，および，1963(昭和

38)年前後)，と，(B) 薬師岳では活性化が確認されないが，大地獄谷〜岩手山西部において噴気

活動の活性化が認められる時期(1900(明治 33)年前後，1999(平成 11)〜2003(平成 14)年)，が存

在する様である． 

 

 以上 
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第 1 図. 岩手山及びその西部

地域の噴気活動の変遷 


